財務分析の手法

　財務分析指標に時間をかけるより、財務諸表から会社の全体像をザックリ把握することが重要である。そして、全体像を理解するために財務分析指標を計算した方が合理的な理解につながる。

　全体像をイメージすることは、企業の基本活動がいかに行われているかを理解することで、企業の基本活動とは、

1 どのようにお金を集めて

2 それを何に投資して

3 その投資したものをいかに効率よく売上高に変え、

4 その売上高から効率よく利益を上げているか

⑤　以上の事業全体のプロセスの中で現金がどのように動いているか

財務活動の全体像をつかむことが財務分析の基本なのである。

　そして、これらの事業全体のプロセスを分析するために活用する主な分析指標が

1 ROE

2 レバレッジ比率

3 総資本回転率

4 当期純利益率

財務３表一体分析法の３ステップ

1 １社の１期分の財務諸表で会社の状況をザックリつかむ

2 同業他社との比較し、会社を立体的に把握する

3 たくさんの会社を分析し財務分析の感覚を磨いていく

図表作成

　そこで、縮尺を同じにしてPLとBSを図にすることが効果的である。

　図にしてしまえば、流動比率や固定比率、自己資本比率や総資本回転率、さらには利益率などの財務分析指標が、わざわざ計算しなくとも図の大きさから直感的にイメージできる。

　これにCSを加えて、他社比較、期間比較をすれば、会社の状況がさらに客観的に見えてくる。

「標準値」を鵜呑みにしない

1 流動比率が１００％を以上にならよいとは限らない。現金商売の会社では優良企業でも流動比率が１００％未満の会社がたくさんある。

2 無借金経営が必ずしもよい経営とはいえない。急拡大している段階で、自己資本がたまるまで投資をしないというのでは成長の機会を逸してしまう

3 レバレッジ比率が高ければよいというわけではない。事業拡大に積極的な会社はレバレッジ比率が高くなりがちですが、それはリスクが高いことをも意味する。無借金経営をしていればレバレッジ比率は低くなるし、莫大な利益剰余金を積み上げている会社も相対的にレバレッジ比率は低くなる。

4 ROEは、投資とリターンの効率を考えればROEは重要な財務分析指標になる。

自己資本比率が高いとROEは低くなる傾向にある。自己株式をたくさん取得すると、利益は変わらなくともROEは高くなる。レバレッジを極端に利かせて多くの借金んを抱えているリスクの高い会社も、ROEが高くなる傾向にある。ひとつの財務分析指標で判断するのでなく事業活動全体から理解する必要がある。

5 規模が大きな会社が酔うわけではない。

規模の大きな会社は安定感があるが規模の大きな会社は押しなべて利益率が低いもの。規模の小さい会社がニッチ分野で活躍、善戦し、驚くほどの利益率を上げているケースがある。

わかるのは会社の善し悪しより経営の意思

1 無借金経営型

2 本業成長型

3 M&A拡大型

4 投資家型

5 金融事業進出型

6 企業債券途上型

このように分類すると財務諸表には、企業の戦略が如実に表れる。

財務諸表に表れるのは、会社の過去の状況であり、未来がどうなるかは、財務諸表を見ても一切わからない。将来を見通すことは無図がしいが、経営者の方向性、意思が垣間見えるだろう。

